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深
刻
化
す
る
物
流
の

リ
ソ
ー
ス
不
足

　

従
来
よ
り
、
物
流
業
界
で
は
荷
物
を

運
ぶ
側
よ
り
も
、
委
託
す
る
荷
主
側
の

ほ
う
が
強
い
立
場
の
傾
向
に
あ
り
ま
し

た
。
荷
主
側
は
、
依
頼
す
れ
ば
容
易
に

う
ト
ラ
ッ
ク
ド
ラ
イ
バ
ー
の
不
足
が
大

き
な
社
会
問
題
と
し
て
取
り
上
げ
ら
れ

る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

条
件
が
厳
し
い
と
、
仕
事
を
受
け
て

く
れ
る
業
者
を
見
つ
け
る
こ
と
す
ら
で

き
な
い
事
態
が
、
現
実
に
起
こ
り
つ
つ

あ
り
ま
す
。

　

こ
う
し
た
物
流
の
リ
ソ
ー
ス
不
足
に

対
し
て
、
物
流
業
界
で
は
す
で
に
危
機

感
を
持
っ
て
対
策
を
進
め
て
き
ま
し
た

が
、
小
売
業
や
製
造
業
な
ど
の
荷
主
企

業
に
と
っ
て
も
放
置
で
き
な
い
課
題
で

す
。
必
要
な
と
き
に
必
要
な
商
材
を
必

要
な
量
だ
け
運
ぶ
こ
と
が
で
き
な
け
れ

ば
、
事
業
を
継
続
す
る
う
え
で
深
刻
な

リ
ス
ク
が
生
じ
る
か
ら
で
す
。

　

荷
主
企
業
に
と
っ
て
も
、
物
流
危
機

は
対
岸
の
火
事
な
ど
で
は
な
く
、
自
ら

も
積
極
的
に
対
策
を
講
じ
て
い
く
こ
と

が
重
要
な
課
題
な
の
で
す
。

　

し
か
も
来
年
４
月
に
は
、
物
流
の
リ

ソ
ー
ス
不
足
に
拍
車
を
か
け
る
事
態
が

待
ち
受
け
て
い
ま
す
。
そ
れ
が
「
物
流

の
２
０
２
４
年
問
題
」
で
す
。

物
流
の
２
０
２
４
年
問
題

と
は

　

物
流
の
２
０
２
４
年
問
題
と
は
、
２

０
２
４
年
度
以
降
、
ト
ラ
ッ
ク
ド
ラ
イ

バ
ー
の
時
間
外
労
働
の
上
限
規
制
に
よ

業
務
を
委
託
で
き
、
要
請
を
す
れ
ば
、

個
別
対
応
な
ど
に
も
柔
軟
に
対
応
し
て

も
ら
え
る
の
が
当
た
り
前
で
し
た
。

　

と
こ
ろ
が
近
年
、
Ｅ
コ
マ
ー
ス
の
増

加
等
に
よ
る
物
流
ニ
ー
ズ
の
高
ま
り
と

物
流
業
界
の
労
働
力
不
足
に
よ
っ
て
、

こ
う
し
た
状
態
に
変
化
が
生
じ
て
い
ま

す
。
物
流
危
機
が
叫
ば
れ
、
物
流
を
担

り
発
生
す
る
、
ド
ラ
イ
バ
ー
不
足
や
運

賃
上
昇
等
を
指
し
ま
す
。

　

働
き
方
改
革
に
よ
り
、
こ
こ
数
年
、

政
府
は
時
間
外
労
働
の
上
限
規
制
を
強

め
て
き
ま
し
た
。
２
０
１
９
年
４
月
以

降
は
、
労
働
基
準
法
の
改
正
に
よ
り
、

時
間
外
労
働
の
上
限
は
原
則
と
し
て
年

７
２
０
時
間
以
内
と
定
め
ら
れ
て
い
ま

す
（
中
小
企
業
へ
の
適
用
は
２
０
２
０

年
４
月
か
ら
）。

　

建
設
事
業
や
自
動
車
運
転
業
務
な
ど

一
部
の
事
業
・
業
務
に
つ
い
て
は
、
現

在
、
時
間
外
労
働
の
上
限
規
制
の
適
用

が
猶
予
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
２
０
２
４

年
４
月
１
日
以
降
、
自
動
車
運
転
業
務

の
時
間
外
労
働
の
上
限
が
年
９
６
０
時

間
に
制
限
さ
れ
ま
す
。

　

そ
う
な
れ
ば
、
ト
ラ
ッ
ク
ド
ラ
イ
バ

ー
の
業
務
可
能
時
間
は
大
幅
に
減
少
す

る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

そ
れ
で
な
く
て
も
、
物
流
業
界
は
深

刻
な
ト
ラ
ッ
ク
ド
ラ
イ
バ
ー
不
足
に
見

舞
わ
れ
て
い
ま
す
。
厚
生
労
働
省
の
一

般
職
業
紹
介
状
況
（
職
業
安
定
業
務
統

計
）
に
よ
る
と
、
ト
ラ
ッ
ク
を
含
む
ド

ラ
イ
バ
ー
の
有
効
求
人
倍
率
は
コ
ロ
ナ

前
に
は
３
倍
超
の
水
準
に
あ
り
、
コ
ロ

ナ
禍
で
下
落
し
た
も
の
の
、
２
０
２
２

年
も
２
・
３
倍
と
高
い
水
準
を
保
っ
て

い
ま
す
。

　

２
０
２
４
年
問
題
は
、
そ
う
し
た
ト

物流業界の2024年問題に対応するた
め、政府は荷主らに物流プロセスの効
率化を義務付ける方針です。荷主らに
求められる「物流プロセス効率化」の
内容について考えます。

荷主に求められる
物流プロセスの

効率化とは

物流の2024年問題対策
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ラ
ッ
ク
ド
ラ
イ
バ
ー
不
足
を
さ
ら
に
深

刻
化
さ
せ
る
も
の
で
す
。
法
改
正
に
伴

う
ト
ラ
ッ
ク
ド
ラ
イ
バ
ー
の
労
働
量
減

少
の
影
響
は
大
き
く
、
野
村
総
合
研
究

所
が
行
な
っ
た
試
算
（「
ト
ラ
ッ
ク
ド

ラ
イ
バ
ー
不
足
の
地
域
別
将
来
推
計
と

地
域
で
ま
と
め
る
輸
配
送
」
２
０
２
３

年
１
月
）
で
は
、
供
給
不
足
に
よ
り
、

２
０
３
０
年
に
は
全
国
の
35
％
も
の
荷

物
を
運
べ
な
く
な
る
と
み
ら
れ
ま
す
。

　

物
流
需
要
に
対
す
る
大
幅
な
供
給
不

足
を
背
景
に
、
物
流
料
金
の
値
上
げ
や

運
送
頻
度
の
減
少
、
さ
ら
に
は
委
託
そ

の
も
の
が
困
難
と
な
る
ケ
ー
ス
が
現
実

問
題
と
な
っ
て
い
る
の
で
す
。

　

製
造
業
や
小
売
業
の
場
合
、
物
流
コ

ス
ト
は
売
上
高
の
約
５
～
７
％
と
一
定

の
割
合
を
占
め
て
お
り
、
物
流
コ
ス
ト

が
高
騰
す
る
こ
と
に
よ
る
影
響
は
免
れ

ま
せ
ん
。
物
流
危
機
は
、
荷
主
企
業
に

と
っ
て
も
、
事
業
の
競
争
力
を
左
右
す

る
問
題
と
し
て
捉
え
た
ほ
う
が
よ
い
で

し
ょ
う
。

荷
主
企
業
に
求
め
ら
れ
る

社
会
的
責
任

　

他
方
で
、
物
流
業
界
に
対
す
る
荷
主

企
業
の
責
任
は
拡
大
す
る

方
向
に
あ
り
ま
す
。
ト
ラ

ッ
ク
ド
ラ
イ
バ
ー
の
過
重

労
働
や
、
二
酸
化
炭
素
排

出
に
対
す
る
社
会
的
責
任

を
追
及
さ
れ
る
リ
ス
ク

も
、
今
後
は
以
前
に
も
増

し
て
高
ま
る
も
の
と
思
わ

れ
ま
す
。

　

た
と
え
ば
、
経
済
産
業

省
・
国
土
交
通
省
・
農
林

水
産
省
が
主
催
す
る
「
持

続
可
能
な
物
流
の
実
現
に

向
け
た
検
討
会
」
が
５
月

19
日
に
公
表
し
た
最
終
取

り
ま
と
め（
案
）で
は
、
物

流
プ
ロ
セ
ス
の
効
率
化
に

計
画
的
に
取
り
組
む
た
め
、
荷
主
企
業

も
対
象
に
し
て
法
規
制
を
設
け
る
こ
と

が
提
言
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
も
国
土
交
通
省
は
、
ト
ラ

ッ
ク
ド
ラ
イ
バ
ー
の
長
時
間
労
働
や
荷

役
災
害
を
引
き
起
こ
し
た
荷
主
企
業
に

対
し
、
再
発
防
止
勧
告
や
事
案
を
公
表

す
る
荷
主
勧
告
制
度
を
整
備
し
て
き
ま

し
た
。
こ
う
し
た
荷
主
企
業
に
責
任
を

求
め
る
方
針
は
、
今
後
、
い
っ
そ
う
強

化
さ
れ
る
傾
向
に
あ
る
と
言
え
ま
す
。

　

ま
た
、
プ
ラ
イ
ム
市
場
上
場
会
社
に

対
し
て
、
委
託
先
の
物
流
領
域
も
対
象

と
し
た
Ｇ
Ｈ
Ｇ
（
温
室
効
果
ガ
ス
）
排

出
量
の
報
告
が
求
め
ら
れ
る
こ
と
も
、

荷
主
企
業
の
責
任
が
強
ま
っ
て
い
る
こ

と
の
一
例
で
す
。
物
流
業
界
が
抱
え
る

過
重
労
働
の
解
消
や
二
酸
化
炭
素
排
出

量
の
削
減
と
い
っ
た
課
題
へ
の
荷
主
企

業
の
関
わ
り
や
責
任
は
、
こ
れ
ま
で
以

上
に
強
く
求
め
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て

い
ま
す
。

　

そ
の
背
景
に
は
、
物
流
業
界
が
抱
え

る
課
題
へ
の
対
策
を
実
現
す
る
た
め
に

は
、
荷
主
企
業
に
よ
る
協
力
が
欠
か
せ

な
い
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　

な
ぜ
な
ら
、
物
量
や
荷
物
の
形
状
、

納
期
な
ど
の
条
件
を
決
め
て
い
る
の
は

荷
主
企
業
だ
か
ら
で
す
。
物
流
企
業
は

基
本
的
に
荷
主
企
業
の
提
示
す
る
条
件

の
な
か
で
効
率
化
を
検
討
す
る
し
か
な

く
、
自
ず
と
改
善
に
は
限
界
が
生
じ
て

し
ま
い
ま
す
。

　

ド
ラ
イ
バ
ー
の
労
働
時
間
が
数
年
に

わ
た
っ
て
高
止
ま
り
し
て
い
る
一
方

で
、
ト
ラ
ッ
ク
の
積
載
効
率
が
２
０
１

０
年
以
降
、
40
％
以
下
の
低
い
水
準
で

停
滞
し
て
い
る
こ
と
は
、
そ
の
一
端
を

示
し
て
い
ま
す
（
図
表
１
）。

荷
主
企
業
に
求
め
ら
れ
る

物
流
の
効
率
化
へ
の
対
応

　

物
流
の
条
件
を
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
で
き

る
荷
主
企
業
が
協
力
す
る
こ
と
で
、
物

流
業
界
が
抱
え
る
課
題
が
大
き
く
改
善

す
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。
た
と
え

ば
、
物
流
企
業
だ
け
で
は
荷
物
の
納
品

時
刻
を
変
更
で
き
ま
せ
ん
が
、
荷
主
企

業
が
協
力
す
る
こ
と
に
よ
り
、
到
着
時

間
な
ど
の
条
件
を
見
直
す
こ
と
が
可
能

と
な
り
ま
す
。

　

野
村
総
合
研
究
所
が
過
去
に
行
な
っ

た
机
上
試
算
の
な
か
で
は
、
ト
ラ
ッ
ク

の
到
着
時
刻
に
前
後
15
分
間
の
時
間
幅

を
許
容
す
る
こ
と
で
、
ト
ラ
ッ
ク
の
積

載
率
・
稼
働
率
が
上
昇
し
、
20
％
の
ト

ラ
ッ
ク
台
数
削
減
を
可
能
と
し
た
ケ
ー

ス
も
あ
り
ま
し
た
。

　

35
％
も
の
荷
物
が
運
べ
な
い
時
代
が

迫
っ
て
い
る
な
か
、
こ
う
し
た
物
流
効

率
の
向
上
は
非
常
に
重
要
で
す
。

出所：国土交通省「自動車輸送統計年報」より作成
注） 2020年分調査から調査方法および集計方法が一部変更されたた
め、変更前後の統計数値の公表値とは、時系列上の連続性は担保さ
れない

＊ 積載効率…自動車の輸送能力に対する実際の輸送活動（トンキロ）の
割合を表わしたもの
積載効率＝輸送トンキロ÷能力トンキロ×100

図表1　貨物自動車の積載効率の推移
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同
様
に
ト
ラ
ッ
ク
の
必
要
台
数
を
抑

制
す
る
手
段
と
し
て
、
他
企
業
と
の
共

同
配
送
や
中
継
輸
送
と
い
っ
た
手
段
に

も
注
目
が
集
ま
っ
て
い
ま
す
。
た
だ

し
、
こ
れ
ら
の
施
策
を
行
な
う
こ
と
に

よ
り
輸
送
時
間
は
延
び
る
傾
向
に
あ
る

た
め
、
こ
う
し
た
施
策
を
実
現
す
る
に

は
、
荷
主
企
業
が
到
着
時
刻
の
変
更
を

許
容
す
る
等
の
協
力
を
す
る
こ
と
が
求

め
ら
れ
ま
す
。

　

物
流
の
供
給
量
に
大
き
な
影
響
を
与

え
る
２
０
２
４
年
問
題
に
向
け
て
、
持

続
可
能
な
物
流
を
構
築
し
て
い
く
た
め

に
は
、
荷
主
企
業
も
物
流
危
機
を
自
社

の
問
題
と
捉
え
、
物
流
企
業
と
一
体
と

な
っ
て
取
り
組
む
よ
う
意
識
と
行
動
を

変
え
て
い
く
こ
と
が
重
要
で
す
。

荷
主
企
業
に
求
め
ら
れ
る

直
近
の
具
体
策

　

直
近
で
求
め
ら
れ
る
２
０
２
４
年
問

題
の
対
策
と
し
て
、
次
の
４
種
類
を
挙

げ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
（
図
表
２
）。

①　
既
存
の
物
流
を
効
率
化
す
る

②�　
輸
送
手
段
や
方
法
を
変
更
し
て
効

率
化
す
る

③　
輸
送
量
・
頻
度
を
減
ら
す

④�　
ド
ラ
イ
バ
ー
を
増
や
す
（
減
ら
さ

な
い
）
環
境
を
整
え
る

　

い
ず
れ
の
対
策
も
、
荷
主
企
業
の
協

力
に
よ
っ
て
検
討
可
能
な
施
策
の
幅
が

広
が
り
、
よ
り
大
き
な
効
果
が
期
待
で

き
る
も
の
で
す
。

　

前
述
し
た
「
持
続
可
能
な
物
流
の
実

現
に
向
け
た
検
討
会
」
の
最
終
と
り
ま

と
め
（
案
）
で
も
、
物
流
プ
ロ
セ
ス
の

課
題
解
決
の
取
組
み
と
し
て
同
様
の
対

策
が
例
示
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
近
年
は
物
流
の
改
善
を
支
援

す
る
各
種
サ
ー
ビ
ス
や
ツ
ー
ル
が
登
場

し
て
い
ま
す
。
た
と
え
ば
、
ト
ラ
ッ
ク

輸
送
の
最
適
化
計
算
（
自
動
配
車
）

や
、
共
同
配
送
相
手
の
探
索
、
輸
送
マ

ッ
チ
ン
グ
、
鉄
道
・
フ
ェ
リ
ー
等
と
連

携
し
た
マ
ル
チ
モ
ー
ド
検
討
、
バ
ー
ス

管
理
と
い
っ
た
サ
ー
ビ
ス
で
す
。

　

こ
れ
ら
に
よ
り
、
現
場
で
ブ
ラ
ッ
ク

ボ
ッ
ク
ス
化
し
て
い
た
輸
送
の
世
界
を

デ
ー
タ
で
捉
え
、
科
学
的
ア
プ
ロ
ー
チ

で
対
策
を
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
環
境

に
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。

　

デ
ー
タ
の
有
無
に
よ
り
、
物
流
改
革

の
検
討
の
幅
は
大
き
く
変
わ
っ
て
き
ま

す
。
荷
主
企
業
と
物
流
企
業
が
協
力

し
、
荷
主
企
業
が
持
つ
オ
ー
ダ
ー
や
計

画
・
予
測
等
の
デ
ー
タ
と
、
物
流
企
業

が
持
つ
輸
送
計
画
や
リ
ソ
ー
ス
、
実
績

等
の
デ
ー
タ
を
相
互
共
有
し
、
改
善
の

検
討
を
進
め
て
い
く
こ
と
も
非
常
に
重

要
と
な
り
ま
す
（
図
表
３
）。

　

物
流
の
実
績
や
現
場
実
態
を
表
わ
す

デ
ー
タ
も
取
得
し
や
す
く
な
っ
て
き
て

い
る
た
め
、
不
足
し
て
い
る
必
要
な
デ

ー
タ
を
明
ら
か
に
し
た
う
え
で
、
荷
主

企
業
と
物
流
企
業
が
協
力
し
て
デ
ー
タ

を
取
得
し
て
い
く
こ
と
も
非
常
に
重
要

で
す
。

＊
　
＊
　
＊

　
「
物
を
運
べ
る
こ
と
が
当
然
」
と
い

う
時
代
は
過
去
の
も
の
と
な
り
つ
つ
あ

り
、
商
材
を
運
べ
ず
事
業
を
継
続
で
き

な
く
な
る
リ
ス
ク
や
、
物
流
コ
ス
ト
の

高
騰
で
事
業
・
サ
ー
ビ
ス
の
競
争
力
を

棄
損
す
る
リ
ス
ク
が
目
の
前
に
迫
っ
て

い
ま
す
。

　

対
策
を
物
流
企
業
に
委
ね
る
だ
け
で

な
く
、
荷
主
企
業
が
自
ら
協
力
し
て
い

く
こ
と
で
改
善
が
大
き
く
進
展
す
る
可

能
性
を
帯
び
て
き
ま
す
。
物
流
危
機
に

備
え
る
た
め
に
、
い
ま
ま
さ
に
荷
主
企

業
が
物
流
企
業
と
共
に
、
持
続
可
能
な

物
流
を
自
ら
つ
く
り
上
げ
る
行
動
を
取

る
べ
き
で
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

あ
く
ね
　
と
も
ゆ
き　

金
融
や
イ
ン
フ
ラ
、
物
流
業
界
等
に
対
し
て
、
事
業
創
出
・
業
務
改
革
、
Ｉ
Ｔ
戦
略
、

Ｉ
Ｔ
ガ
バ
ナ
ン
ス
な
ど
の
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
業
務
に
従
事
。
専
門
は
、デ
ジ
タ
ル
を
活
用
し
た
事
業
変
革
等
。

図表2　2024年問題に向けたトラック輸送への対策例

図表3　改善の検討に有用となる輸送関連データの一例
物流オーダー情報 どこからどこに、いつまでに何を何個運ぶ必要があるか

荷物情報 サイズ・荷姿、重量や温度などの取扱い条件

リソースデータ 使える車両の数、積載可能量・稼働時間、拠点のキャパシティ

配送データ
（計画／実績） どこからどこに、いつ、どのような車両で運行を行なったか

積載データ どの車両に、どこで、どの荷物を積んだか／下ろしたか

対策の種類 荷主企業の協力により行ないやすい対策の例

①�既存の物流を
　効率化する

荷主企業の拠点への到着時刻など条件緩和による効率化、
パレット活用による荷物の積み・下ろし時間の削減、到着拠
点側での荷待ち削減の工夫等によりドライバーの拘束時間
を短縮

②�輸送手段や
　方法を変更して
　効率化する

他企業との共同配送や鉄道・フェリー等の輸送手段を採用
できるよう、輸送条件の緩和や、混載を可能とするような梱
包形状の変更

③�輸送量・頻度を
　減らす

商品や梱包形状を変えることで必要なトラック台数を圧縮、
生産や納品の計画を変えることで配送頻度を低下

④�ドライバーを増や
　す（減らさない）
　環境を整える

拠点における荷待ちや付随作業の削減、または付随作業に
対する適正な賃金支払い、中継輸送や拠点再配置を行ない
日帰り輸送化・短距離化などでドライバーの労働条件を改善
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